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第 2 章では、使用された測定方法、すなわち、57Fe メスバウアー分光法、Ｘ線回析法などの原理、
実験法が述べられている。また、本論文の研究で使用した測定機器についての説明がなされている。 
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第 3 章では、結晶溶媒としてジクロロメタンをもつペンタフルオロ安息香酸を配位子とする三核
鉄錯体の 2 つの結晶形（六方晶系と斜方晶系）を化学合成的に作り分ける手法を確立した。2 つの
結晶形は、化学組成が同じ化合物であるにもかかわらず、メスバウアースペクトルにおいて顕著な
原子価揺動の違いを示した。両錯体における原子価揺動挙動の違いの要因は、結晶中での分子構造




















第 6 章では、3 つの鉄イオンの 1 つをクロムイオンに置き換えた混合原子価異種金属ペンタフル
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